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【
質
問
】

　

う
ち
は
家
族
経
営
の
農
家
で
す
が
、
業

務
の
拡
大
に
伴
い
、
従
業
員
を
採
用
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
普
通
の
会

社
と
同
様
、
雇
用
契
約
書
等
を
作
成
し
た

方
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
他
、
労

務
管
理
で
気
を
つ
け
る
べ
き
点
が
あ
っ
た

ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

「
雇
用
契
約
書
」と
い
う
形
式
で
な
く
て
も
、

最
低
限
、
①
雇
用
契
約
の
期
間
、
②
仕
事
の

内
容
や
場
所
、
③
始
業
・
終
業
・
休
憩
・
休

日
、
④
給
与
額
・
支
払
日
、
⑤
退
職
に
関
す

る
事
項
等
を
記
し
た
書
面
を
従
業
員
の
方

に
交
付
し
、
署
名
押
印
を
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
（
労
働
条
件
通
知
書
と
い
い
ま
す
）。

そ
の
他
、
農
業
は
、
労
務
管
理
に
つ
い
て
一

般
の
会
社
と
異
な
る
点
が
あ
る
の
で
、
経
営

者
と
し
て
あ
る
程
度
知
識
を
持
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
解
説
】

１　

一
般
企
業
と
の
違
い

労
務
管
理
の
基
本
と
な
る
の
は
労
働
基

準
法
で
す
。
労
働
基
準
法
は
、
経
営
者
が

従
業
員
を
雇
用
す
る
場
合
に
守
る
べ
き

ル
ー
ル
が
規
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
こ
の

労
働
基
準
法
は
、
農
業
経
営
に
お
い
て
も

無
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
、
農
業
の
場
合
、
個
人
経
営
か
法

人
経
営
か
に
関
わ
ら
ず
、
労
働
基
準
法
が

適
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
般

上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
就
業
規
則
も
必

要
で
す
。

（
２
）
安
全
配
慮
義
務
の
遵
守

農
機
具
や
農
薬
等
、
使
用
法
を
誤
る
と

危
険
な
も
の
に
つ
い
て
使
用
方
法
等
の
指

導
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
熱
中
症
対

策
、
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
る

等
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
年
次
有
給
休
暇
の
付
与

６
か
月
以
上
勤
務
し
、
全
労
働
日
の
８

割
以
上
出
勤
し
た
労
働
者
に
は
、
年
次
有

給
休
暇
を
付
与
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
４
）
賃
金
体
系
の
確
立

最
低
賃
金
を
上
回
る
賃
金
を
毎
月
１
回

（
以
上
）、
一
定
期
日
に
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
深
夜
割
増
賃
金
の
支
払

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

（
５
）
保
険
へ
の
加
入

個
人
経
営
か
法
人
経
営
か
に
よ
っ
て
条

件
は
異
な
り
ま
す
が
、
社
会
保
険
・
労
働

保
険
の
加
入
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
に
は

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３　

従
業
員
へ
の
説
明

今
後
、
農
業
の
大
規
模
化
と
と
も
に
、

農
業
未
経
験
者
が
農
業
に
従
事
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
す
る
と
、
こ
れ
ま
で

気
に
も
留
め
な
か
っ
た
「
労
働
条
件
」
が

大
き
な
問
題
と
な
り
え
ま
す
。
細
か
い
問

題
は
、
法
律
に
詳
し
い
専
門
家
に
任
せ
る

べ
き
で
す
が
、
今
回
の
内
容
く
ら
い
は
、

経
営
者
と
し
て
従
業
員
に
説
明
で
き
た
方

が
良
い
で
し
ょ
う
。

企
業
と
異
な
る
の
は
以
下
の
５
点
で
す
。

①�

「
１
日
８
時
間
、
週
40
時
間
超
の
労

働
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う

ル
ー
ル
が
な
い
。

②�

「
６
時
間
を
超
え
る
労
働
に
は
45
分

以
上
、
８
時
間
を
超
え
る
労
働
に
は

１
時
間
以
上
の
休
憩
が
必
要
」
と
い

う
ル
ー
ル
が
な
い
。

③�

「
１
週
間
に
少
な
く
と
も
１
日
、
又

は
４
週
間
で
４
日
以
上
の
休
日
が
必

要
」
と
い
う
ル
ー
ル
が
な
い
。

④�

「（
右
記
①
の
）
通
常
の
労
働
時
間

を
超
過
す
る
場
合
、
割
増
賃
金
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

ル
ー
ル
が
な
い
。

⑤�

「
18
歳
未
満
の
者
を
深
夜
（
午
後
10
時

～
午
前
５
時
）
労
働
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
ル
ー
ル
が
な
い
。

農
業
は
そ
の
業
態
上
、
毎
日
・
毎
週
・

年
間
通
じ
て
同
じ
労
働
時
間
、
同
じ
休
憩

時
間
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、上
記
の
よ
う
に
ル
ー
ル
を
外
し
、

柔
軟
な
労
務
管
理
を
許
容
し
て
い
ま
す
。

２　

守
る
べ
き
ル
ー
ル

こ
の
よ
う
に
、
農
業
は
一
般
企
業
と
比

較
し
て
労
働
基
準
法
に
よ
る
制
限
が
な
い

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
適
正
な
経
営
を
す

る
た
め
に
守
る
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
法
定
書
類
の
作
成

冒
頭
で
述
べ
た
労
働
条
件
通
知
書
の

他
、
労
働
者
名
簿
、
賃
金
台
帳
、
出
勤
簿

の
作
成
は
必
須
で
す
。
従
業
員
が
10
名
以
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